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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 231,124 26.6 6,903 ― 8,171 ― 5,103 ―

2021年3月期第2四半期 182,536 △28.2 △4,872 ― △3,379 ― △2,612 ―

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　5,312百万円 （―％） 2021年3月期第2四半期　　△528百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 55.90 ―

2021年3月期第2四半期 △28.63 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 410,010 272,210 62.7

2021年3月期 419,259 270,276 60.9

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 257,244百万円 2021年3月期 255,252百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 20.00 ― 30.00 50.00

2022年3月期 ― 30.00

2022年3月期（予想） ― 30.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 480,000 9.1 15,000 6.8 16,500 △13.2 11,500 △4.4 125.97

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P.7「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.7「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 94,234,171 株 2021年3月期 94,234,171 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 2,937,528 株 2021年3月期 2,960,268 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 91,286,923 株 2021年3月期2Q 91,263,675 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

1.当第２四半期連結会計期間において、通期連結業績予想値を修正しております。詳細につきましては、本日開示の「2022年３月期第２四半期累計期間の業績
予想値と実績値との差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

2.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は231,124百万円と、前年同四半期に比べ48,588

百万円(26.6%)の増収となりました。利益につきましては、連結営業利益は6,903百万円と、前年同四半期に比べ

11,775百万円の増益となりました。連結経常利益は8,171百万円と、前年同四半期に比べ11,550百万円の増益とな

りました。親会社株主に帰属する四半期純利益は5,103百万円と、前年同四半期に比べ7,715百万円の増益となりま

した。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（日本）

　新型コロナウイルス感染症の影響があった昨年に比べ客先生産台数が増加し、売上高は133,275百万円と、前年

同四半期に比べ24,431百万円(22.4%)の増収となりました。営業利益は1,416百万円と、前年同四半期に比べ9,339

百万円の増益となりました。

（北米）

　新型コロナウイルス感染症の影響があった昨年に比べ客先生産台数が増加し、売上高は48,512百万円と、前年同

四半期に比べ10,690百万円(28.3%)の増収となりました。営業損失は競争激化により△1,493百万円と、前年同四半

期に比べ△1,140百万円の損失拡大となっております。

（アジア）

　新型コロナウイルス感染症の影響があった昨年に比べ客先生産台数が増加し、売上高は72,159百万円と、前年同

四半期に比べ20,370百万円(39.3%)の増収となりました。営業利益は7,146百万円と、前年同四半期に比べ3,578百

万円(100.3%)の増益となりました。

（その他）

　売上高は14,425百万円と、前年同四半期に比べ5,127百万円(55.1%)の増収となりました。営業利益は594百万円

と、前年同四半期に比べ1,079百万円の増益となりました。

（２） 財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、売掛金の減少などにより410,010百万円と、前連結会計年度末に比

べ、9,249百万円減少いたしました。負債は、買掛金の減少などにより137,799百万円と、前連結会計年度末に比

べ、11,184百万円減少いたしました。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増

加などにより272,210百万円と、前連結会計年度末に比べ、1,934百万円増加いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想につきましては、2021年７月29日の予想値を修正しております。詳細につきましては、本日

開示の「2022年３月期第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異および通期業績予想の修正に関するお知

らせ」をご覧ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 74,202 64,913

受取手形及び売掛金 69,863 52,914

電子記録債権 12,836 13,119

有価証券 2,699 4,403

商品及び製品 19,335 22,980

仕掛品 28,560 33,826

原材料及び貯蔵品 7,770 7,924

その他 10,858 9,512

貸倒引当金 △124 △74

流動資産合計 226,003 209,520

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 33,842 33,031

機械装置及び運搬具（純額） 32,269 30,633

その他（純額） 27,347 28,674

有形固定資産合計 93,458 92,339

無形固定資産

その他 2,381 2,247

無形固定資産合計 2,381 2,247

投資その他の資産

投資有価証券 55,620 63,598

その他 41,900 42,410

貸倒引当金 △105 △105

投資その他の資産合計 97,415 105,902

固定資産合計 193,255 200,490

資産合計 419,259 410,010

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 47,598 38,569

電子記録債務 10,707 10,919

未払法人税等 1,813 2,114

賞与引当金 8,017 8,541

製品保証引当金 4,711 4,665

その他の引当金 211 104

その他 33,594 30,790

流動負債合計 106,652 95,705

固定負債

社債 10,000 10,000

役員退職慰労引当金 342 260

退職給付に係る負債 24,942 25,065

資産除去債務 73 73

その他 6,971 6,694

固定負債合計 42,330 42,093

負債合計 148,983 137,799

純資産の部

株主資本

資本金 22,856 22,856

資本剰余金 25,872 25,872

利益剰余金 198,421 200,786

自己株式 △5,326 △5,285

株主資本合計 241,824 244,229

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,599 7,772

為替換算調整勘定 △847 △1,205

退職給付に係る調整累計額 6,676 6,447

その他の包括利益累計額合計 13,428 13,014

非支配株主持分 15,023 14,966

純資産合計 270,276 272,210

負債純資産合計 419,259 410,010

- 4 -

㈱東海理化(6995)　2022年3月期　第2四半期決算短信



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 182,536 231,124

売上原価 169,332 203,979

売上総利益 13,203 27,144

販売費及び一般管理費 18,076 20,240

営業利益又は営業損失（△） △4,872 6,903

営業外収益

受取利息 106 129

受取配当金 219 238

持分法による投資利益 － 230

為替差益 56 505

過年度関税等戻入益 331 －

助成金収入 690 －

その他 263 259

営業外収益合計 1,667 1,363

営業外費用

支払利息 41 38

持分法による投資損失 7 －

その他 125 57

営業外費用合計 174 95

経常利益又は経常損失（△） △3,379 8,171

特別利益

製品保証関連損失戻入益 2,820 －

特別利益合計 2,820 －

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
△559 8,171

法人税等 1,595 2,427

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,154 5,743

非支配株主に帰属する四半期純利益 458 640

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
△2,612 5,103

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,154 5,743

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,931 181

為替換算調整勘定 △128 △374

退職給付に係る調整額 △166 △229

持分法適用会社に対する持分相当額 △9 △8

その他の包括利益合計 1,626 △431

四半期包括利益 △528 5,312

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,084 4,689

非支配株主に係る四半期包括利益 556 623

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当社グループのエヌ・エス・ケイ株式会社と恵那東海理化株式会社が2021年７月１日付で発展的統合をおこな

い、新会社を「東海理化NExT株式会社」とすることといたしました。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はあ

りません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

日本 北米 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 92,095 37,606 43,677 173,379 9,156 182,536 - 182,536

セグメント間の内部
売上高又は振替高 16,749 216 8,111 25,077 141 25,218 △25,218 -

計 108,844 37,822 51,789 198,456 9,298 207,754 △25,218 182,536

セグメント利益又は

損失（△）
△7,923 △353 3,568 △4,708 △485 △5,193 320 △4,872

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

日本 北米 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 108,159 48,239 60,444 216,843 14,280 231,124 - 231,124

セグメント間の内部
売上高又は振替高 25,116 272 11,715 37,104 144 37,248 △37,248 -

計 133,275 48,512 72,159 253,947 14,425 268,372 △37,248 231,124

セグメント利益又は

損失（△）
1,416 △1,493 7,146 7,068 594 7,663 △759 6,903

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　 至　2020年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

の事業活動を含んでおります。

　　２　セグメント利益又は損失（△）の調整額320百万円は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っておりま

す。

　　４　（会計方針の変更）に記載のとおり第１四半期連結会計期間より「収益認識に関する会計基準」等を

適用しております。

　　　　この結果、従来の方法によった場合と比べて、日本の売上高は、金型取引について1,971百万円増加

し、顧客に支払われる対価について4,953百万円減少しております。なお、営業利益に与える影響は

軽微です。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　 至　2021年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

の事業活動を含んでおります。

　　２　セグメント利益又は損失（△）の調整額△759百万円は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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2021年10月28日

 2022年３月期　第2四半期　決算概要 株式会社　東海理化

Ⅰ．連結決算の概要

１．業績等 (単位：億円未満切り捨て、（　）は売上高比率)　  

２．売上高の内訳

３．営業利益増減要因 ４．所在地別セグメント (単位：億円未満切り捨て、（　）は構成比率)　

増減率

(％)

売 上 高 1,825 486 9.1

営 業 利 益 -48 117 6.8

経 常 利 益 -33 114 -13.2

特 別 利 益 28 -28 －  

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

四 半 期 純 利 益
-26 77 -4.4

為替レート

Ｕ　　Ｓ　　＄

ユ　　ー　　ロ

1 株 当 た り 四 半 期 純 利 益

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率

1 株 当 た り 配 当 金

配 当 性 向 （ 連 結 ）

連 結 子 会 社 数

持 分 法 適 用 関 連 会 社 数

設 備 投 資

減 価 償 却 費

－  

10円00銭

3円

6円

-5円80銭

-0.5 ％

9.7 ％

180億円

-1社

230億円 108億円

53.7 ％

38社 -1社

48億円 50億円

38社

6社

－   

－   

2億円

47.6 ％

3円

9円

前年同期

(20.4.1～20.9.30)

当期

(21.4.1～21.9.30)

増減率

(％)

(100.0) 26.6 4,800 (100.0)

増減増減
(21.4.1～22.3.31)

通期予想

- 165 (3.4)

－  

(3.0) -

107円

129円

115 (2.4)

150 (3.1)

125円97銭84円53銭

106円

121円

109円

130円

60円00銭10円00銭

-1.2 ％ 2.0 ％ 4.5 ％3.2 ％

-5億円

(100.0)

51

81

2,311

(-2.7) 69

92億円 87億円

-

(-1.9)

6社 6社

20円00銭 30円00銭

-28円63銭 55円90銭

(2.2)

(3.5)

－  

-5億円

39社

400

10

-25

-28－  － －  - －  

-5(-1.4)

※3

※1

※2

(単位：億円未満切り捨て、（ ）は構成比率)(単位：億円未満切り捨て、（ ）は構成比率)（１）客先別売上高 （２）製品別売上高　　　 　 

増減率 増減率

(％) (％)

ト ヨ タ 1,229 (67.3) 1,520    (65.8) 291 23.7 ス イ ッ チ 類 846 (46.4) 1,097 (47.5) 251 29.6

ト ヨ タ 関 連 156 (8.6) 210       (9.1) 54 33.9 シ ー ト ベ ル ト 272 (14.9) 324 (14.0) 52 18.9

ス バ ル 91 (5.0) 87         (3.8) -4 -3.6 キ ー ロ ッ ク 186 (10.2) 240 (10.4) 54 28.8

ス ズ キ 54 (3.0) 65         (2.8) 11 18.8 シ フ ト レ バ ー 187 (10.3) 225 (9.8) 38 20.5

フ ォ ー ド 44 (2.4) 57         (2.5) 13 29.4 ｽ ﾃ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ﾎ ｲ ｰ ﾙ 37 (2.1) 43 (1.9) 6 14.9

三 菱 14 (0.8) 34         (1.5) 20 2.4倍 自動車用ﾐﾗｰ 35 (2.0) 39 (1.7) 4 11.4

マ ツ ダ 11 (0.6) 14         (0.6) 3 20.6 装 飾 品 16 (0.9) 20 (0.9) 4 22.4

そ の 他 223 (12.3) 321       (13.9) 98 44.3 農 機 建 機 43 (2.4) 64 (2.8) 21 48.1

売 上 高 合 計 1,825 (100.0) 2,311 (100.0) 486 26.6 そ の 他 198 (10.8) 254 (11.0) 56 28.6

売 上 高 合 計 1,825 (100.0) 2,311 (100.0) 486 26.6

前年同期

(20.4.1～20.9.30)

前年同期

(20.4.1～20.9.30)
増減 増減

当期

(21.4.1～21.9.30)

当期

(21.4.1～21.9.30)

増減率

(％)

日 本 1,088 (59.6) 1,332 (57.7) 244 22.4

北 米 378 (20.7) 485 (21.0) 107 28.3

ア ジ ア 517 (28.4) 721 (31.2) 204 39.3

そ の 他 92 (5.1) 144 (6.2) 52 55.1

調 整 額 -252 (-13.8) -372 (-16.1) -120 -

合計 1,825 (100.0) 2,311 (100.0) 486 26.6

日 本 -79 - 14 (20.5) 93 -

北 米 -3 - -14 (-21.6) -11 -

ア ジ ア 35 - 71 (103.5) 36 2.0倍

そ の 他 -4 - 5 (8.6) 9 -

調 整 額 3 - -7 (-11.0) -10 -

合計 -48 - 69 (100.0) 117 -

当期

(21.4.1～21.9.30)
増減

営

業

利

益

売

上

高

前年同期

(20.4.1～20.9.30)

要因 金額(億円)

増益要因

・売上増による利益増 143

・原価改善 40

・為替変動 7

・その他 3

　　　　　計 193

減益要因

・売価変動 34

・原材料価格影響 22

・経費の増 20

計 76

差引営業利益　増 117

※2  2021年7月1日付で子会社のエヌ・エス・ケイ(株)と恵那東海理化(株)を発展的統合し東海理化NExT(株)としました

※3 将来に向けた戦略投資29億円含む  ・カーボンニュートラル戦略  ・デジタルトランスフォーメーション(DX)の推進

 ・ソリューションビジネスの拡大  ・国内事業の競争力強化

(注) 10-3月前提レートＵＳ＄= 105円

ユーロ= 130円

※1 製品保証関連損失戻入益 (仕入先との負担割合和解)



５．貸借対照表 　(単位：億円未満切り捨て)  

６．連結主要データの推移 　(単位：億円未満切り捨て)

Ⅱ．単独決算の概要 (単位：億円未満切り捨て、（　）は売上高比率)　

4,819 5,076 5,000 
4,440 4,800 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3(予想)

308 296 

225 

140 150 

0

100

200

300

400

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3(予想)

322 301 

229 
190 

165 

0

100

200

300

400

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3(予想)

220 
180 

150 
120 115 

0

100

200

300

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3(予想)

201 

253 
230 

122 

230 

0

100

200

300

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3(予想)

209 214 198 185 180 

0

100

200

300

18/3 19/3 20/3 21/3 22/3(予想)

（１）売上高の推移 （２）営業利益の推移

（３）経常利益の推移 （４）親会社株主に帰属する当期純利益の推移

（５）設備投資の推移 （６）減価償却費の推移

科　目 前期末 当期末 増減 科　目 前期末 当期末 増減

流 動 資 産 2,260 2,095 -165 流 動 負 債 1,066 957 -109

現 金 及 び 預 金 742 649 -93 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 475 385 -90

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 698 529 -169 電 子 記 録 債 務 107 109 2

電 子 記 録 債 権 128 131 3 そ の 他 483 462 -21

有 価 証 券 26 44 18 固 定 負 債 423 420 -3

棚 卸 資 産 556 647 91 社 債 100 100 0

そ の 他 107 94 -13 そ の 他 323 320 -3

（ 負 債 計 ） 1,489 1,377 -112

固 定 資 産 1,932 2,004 72 株 主 資 本 2,418 2,442 24

有 形 固 定 資 産 934 923 -11 そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 134 130 -4

無 形 固 定 資 産 23 22 -1 非 支 配 株 主 持 分 150 149 -1

投 資 そ の 他 の 資 産 974 1,059 85 （ 純 資 産 計 ） 2,702 2,722 20

計 4,192 4,100 -92 計 4,192 4,100 -92

資　産　の　部 負　債　・　純　資　産　の　部

売 上 高 957 205

営 業 利 益 -83 88

経 常 利 益 32 99

特 別 利 益 28 -28

四 半 期 純 利 益 48 70

1 株 当 た り 四 半 期 純 利 益

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率

設 備 投 資

減 価 償 却 費

3.6 ％

30億円38億円

－ 

-3億円

－

-8億円

2.9 ％ 6.5 ％

(20.4.1～20.9.30)

2.4倍

(100.0)

21億円 18億円

(5.1) 118 (10.2)

53円03銭 130円15銭

前年同期

77円12銭

－  

(-8.7) 5 (0.5) －  

－ 

131 (11.3) 4.0倍

21.5 ％

増減
当期

(21.4.1～21.9.30)

増減率

(％)

(100.0) 1,162

(3.4)

※

※ 製品保証関連損失戻入益 (仕入先との負担割合和解)


